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X

巻
頭
の
辞

九
州
補
給
処
長
兼
ね
て
目
達
原
駐
屯
地
司
令

陸
将
補

佐
藤

洋
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目
達
原
駐
屯
地
隊
員
の
訓
練

行
事
・災
害
派
遣
情
報
な
ど
、

満
載
！

是
非
ご
覧
下
さ
い
。

「フォロー」
「いいね」
お願いします。

＠JGSDF＿METABARU
♯目達原駐屯地

令
和
６
年
３
月
30
日
（
土
）
、
駐
屯
地
観
桜

会
に
併
せ
て
駐
屯
地
70
周
年
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
実
施
し
ま
し

た
。本

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
駐
屯
地
60
周
年
に
合

わ
せ
て
本
部
庁
舎
の
正
面
に
設
営
さ
れ
、
駐
屯

地
70
周
年
に
あ
わ
せ
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
も

の
で
あ
り
、
こ
の
度
歴
代
駐
屯
地
司
令
、
近
隣

の
各
首
長
や
協
力
団
体
の
方
々
に
お
披
露
目
す

る
機
会
と
し
て
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
っ
た
も
の
で

す
。モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
が
披
露
さ
れ
る
と
、
セ
レ
モ

ニ
ー
に
参
加
し
た
方
々
は
驚
き
の
歓
喜
と
盛
大

な
拍
手
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

５月現在
約10，000人
フォロー中！

「駐
屯
地
Ｘ
（旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）

発
信
中
！
」

駐
屯
地
は
、
令
和
６
年
３
月

31
日
（
日
）
、
観
桜
の
た
め
の

駐
屯
地
一
般
開
放
を
行
い
ま
し

た
。
天
気
に
恵
ま
れ
、
県
内
外

か
ら
約
３
０
０
０
名
の
方
々
が

駐
屯
地
を
訪
れ
て
桜
の
近
く
で

記
念
撮
影
や
食
事
を
し
た
り
と
、

桜
を
満
喫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

特
に
、
４
年
ぶ
り
の
模
擬
売
店

に
は
多
く
の
人
達
が
集
ま
り
賑

わ
い
ま
し
た
。
他
に
も
、
能
登

半
島
地
震
の
災
害
派
遣
の
際
に

使
用
し
た
入
浴
セ
ッ
ト
で
足
湯

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
多
く
の
人

達
に
体
験
し
て
頂
き
ま
し
た
。

め

た

ば

る

リニューアル前のモニュメント

米海兵隊ジェームズ大佐の
表敬を受ける司令

（中央右）

駐
屯
地
70
周
年
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ーモニュメントの披露記念撮影

目
達
原
駐
屯
地
に
も
新
緑
が
目
に
鮮
や
か
な
、
す
が
す
が
し
い
季
節

が
訪
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
早
２
カ
月
が
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
目
達
原
駐
屯
地
は
昭
和
29
年
（
１
９
５
４
年
）
に
開
設
・
開
庁
以

来
、
本
年
を
も
ち
ま
し
て
無
事
に
70
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
偏
に
地
域
の
皆
様
の
御
理
解
・
御
協
力
の
賜
物
と
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
70
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

こ
れ
ま
で
長
き
に
渡
り
駐
屯
地
を
支
え
て
下
さ
っ
た
地
域
の
皆
様
に
対

す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
ま
し
て
、
11
月
に
予
定
し
て
い
る
駐
屯
地

記
念
行
事
に
加
え
、
夏
季
の
駐
屯
地
一
般
開
放
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

更
な
る
御
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
日
頃
目
に
す
る
こ
と
の
少
な
い
目

達
原
駐
屯
地
を
実
感
・
体
験
し
て
頂
け
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
参
り
ま

す
の
で
、
多
く
の
皆
様
に
御
来
駐
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。ま

た
、
本
年
度
も
各
種
の
演
習
や
訓
練
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
西
部

方
面
隊
の
兵
站
の
中
枢
と
北
部
九
州
に
お
け
る
航
空
科
部
隊
の
主
力
で

あ
る
各
駐
屯
部
隊
も
、
戦
後
最
も
厳
し
く
複
雑
な
安
全
保
障
環
境
に
直

面
し
て
い
る
と
の
認
識
の
下
、
日
頃
よ
り
地
道
に
し
っ
か
り
と
各
種
訓

練
を
積
み
重
ね
、
実
力
の
強
化
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
各
種
の
取
り

組
み
を
推
進
し
て
対
処
力
・
抑
止
力
の
向
上
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

目
達
原
駐
屯
地
は
、
今
年
度
も
隊
員
一
丸
と
な
っ
て
任
務
を
完
遂
し

国
民
の
信
頼
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
日
夜
訓
練
や
業
務
に
励
む
と
と
も
に
、

地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
駐
屯
地
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
更
な

る
地
域
と
の
連
携
強
化
に
努
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
御
理
解
・
御
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。



第９３号

第

１

０

４

不

発

弾

処

理

隊

〔２〕 めたばる

安全化作業

匍匐前進体験

みんなで昼食

駐
屯
地
は
、
令
和
６
年
４
月
９
日(

火)

か
ら
４
月
11
日(

木)
(

西
部
方
面
後
方
支
援
隊
本
部
付
隊
担
任)

及
び
令
和
６
年
４
月
16

日(
火)
か
ら
４
月
18
日(

木)(

九
州
補
給
処
補
給
部
担
任)

の
間
、

目
達
原
駐
屯
地
に
お
い
て
、
株
式
会
社
佐
賀
銀
行
、
株
式
会
社
鶴

沢
鉄
工
所
、
東
亜
工
機
株
式
会
社
、
株
式
会
社
中
山
鉄
工
所
及
び

株
式
会
社
ワ
イ
ビ
ー
エ
ム
の
新
入
社
員
に
対
し
て
隊
内
生
活
体
験

を
実
施
し
ま
し
た
。

自
衛
隊
の
規
則
正
し
い
集
団
生
活
、
匍
匐
前
進
、
救
急
法
及
び

徒
歩
行
進
等
の
体
験
を
通
じ
、
団
体
行
動
に
お
け
る
節
度
あ
る
動

作
や
団
結
・
規
律
・
士
気
の
重
要
性
等
に
つ
い
て
理
解
し
て
頂
き

ま
し
た
。

救急法体験 挙手の敬礼

体育リレー走 徒歩行進体験

令
和
６
年
３
月
24
日
（
日
）
、
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
真
砂
本

町
に
お
い
て
、
米
国
製
１
０
０
ポ
ン
ド
（
約
50
ｋ
ｇ
）
普
通
爆

弾
（
信
管
付
）
の
安
全
化
作
業
（
手
動
に
よ
る
信
管
の
離
脱
）

を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
令
和
６
年
２
月
９
日
（
金
）
、
解
体
工
事
を
行
っ

て
い
た
工
事
業
者
が
発
見
し
た
も
の
で
あ
り
、
第
１
０
４
不
発

弾
処
理
隊
は
、
安
全
化
作
業
に
向
け
て
鹿
児
島
市
と
調
整
等
を

行
う
と
と
も
に
、
確
実
に
安
全
化
作
業
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の

準
備
を
約
１
か
月
間
実
施
し
ま
し
た
。

安
全
化
作
業
当
日
は
雨
が
降
る
中
、
警
戒
区
域
内
３
４
９
世

帯
６
８
３
名
の
住
民
避
難
及
び
現
場
周
辺
の
交
通
規
制
を
自
治

体
、
消
防
、
警
察
が
実
施
し
、
安
全
を
確
保
し
た
上
で
、
処
理

班
長

城
戸
３
尉
以
下
４
名
の
隊
員
が
安
全
化
作
業
を
開
始
し
、

信
管
を
約
25
分
で
無
事
に
離
脱
し
、
民
生
の
安
定
に
寄
与
し
ま

し
た
。

引
き
続
き
、
不
発
弾
処
理
技
術
の
向
上
に
努
め
、
安
全
確
実

な
処
理
任
務
を
遂
行
し
、
国
民
の
生
命
、
財
産
を
守
れ
る
よ
う

任
務
に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

米
国
製
１
０
０
ポ
ン
ド
普
通

爆
弾
（信
管
付
）の
安
全
化

西

部

方

面

後

方

支

援

隊

九

州

補

給

処

九
州
補
給
処
は
、
令
和
６
年
２
月
５
日
（
月
）
か
ら
２
月
16
日
（
金
）
の

間
、
目
達
原
駐
屯
地
及
び
小
郡
訓
練
場
に
お
い
て
、
陸
曹
候
補
生
履
修
前
事

前
教
育
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
教
育
は
、
陸
曹
候
補
生
に
指
定
さ
れ
た
ば
か
り
の
入
校
予
定
者
に
対
し
、

平
素
の
補
給
処
業
務
の
中
で
は
実
施
す
る
機
会
の
少
な
い
訓
練
指
導
法
や
野

外
訓
練
な
ど
を
実
施
し
て
、
兵
站
業
務
に
関
す
る
専
門
的
な
識
能
に
加
え
、

実
員
指
揮
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
被
教
育
者

達
は
、
久
し
ぶ
り
に
実
施
す
る
野
外
訓
練
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
、
最
後
ま
で

全
力
で
教
育
に
臨
み
、
陸
曹
候
補
生
課
程
入
校
へ
の
自
信
を
付
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

陸曹候 補生履修前事前 教育

戦闘訓練

地図判読訓練

駐
屯
地
は
、
令
和
６
年
４
月

４
日
（
木
）
、
陸
上
自
衛
隊
最

先
任
上
級
曹
長
の
現
況
把
握
を

受
け
ま
し
た
。

現
況
把
握
で
は
、
駐
屯
地
最

先
任
上
級
曹
長
に
よ
る
状
況
報

告
、
施
設
等
実
視
及
び
隊
員
と

の
懇
談
等
を
実
施
し
、
駐
屯
地

の
現
状
や
問
題
点
な
ど
に
つ
い

て
確
認
し
て
頂
き
ま
し
た
。

記念撮影

陸上自衛隊最先任上級曹長
目達原駐屯地現況把握

施設等実視（補給倉庫）隊員との懇談

第
１
０
５
補
給
大
隊
本
部
付
隊

２
曹

横
田

国
彦

西
方
入
浴
支
援
隊
本
部
陸
曹
と
し
て
災
害
派
遣
に
参
加
し
、
石

川
県
能
登
町
で
入
浴
支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。
入
浴
支
援
小
隊
・

管
理
小
隊
・
衛
生
小
隊
等
の
隊
員
と
相
互
に
協
力
し
合
い
な
が
ら

懇
切
丁
寧
な
入
浴
支
援
を
行
え
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。

時
に
は
不
測
事
態
が
発
生
し
、
対
応
に
追
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
派
遣
隊
全
員
の
「
被
災
地
の
た
め
に
で
き
る
限
り
の
こ

と
を
し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
で
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
災
害
が
起
き
た
と
し
て
も
対
応
で

き
る
よ
う
、
今
回
の
経
験
を
活
か
し
備
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
１
０
５
補
給
大
隊
本
部
付
隊

曹
長

福
田

直
樹

第
１
派
の
災
害
派
遣
要
員
と
し
て
入
浴
支
援
に
従
事
し
ま
し
た
。
雪

が
降
り
し
き
る
中
、
被
災
地
を
目
指
し
前
進
す
る
途
中
、
地
震
の
爪

痕
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
ら
れ
被
災
地
の
方
々
の
事
を
思
う
と
胸
が

締
め
付
け
ら
れ
る
よ
う
で
し
た
。

入
浴
支
援
を
行
う
事
で
、
被
災
地
の
方
々
に
少
し
で
も
寄
り
添
い
、

身
体
と
心
を
温
め
る
こ
と
で
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
本
当
に
良
か
った

と
感
じ
て
い
ま
す
。

第

１

０

５

補

給

大

隊

給水支援自治体との調整会（横田２曹：手前）

能
登
半
島
地
震
災
害
派
遣
活
動
佐
賀
県
出
身
者
コ
メ
ン
ト



西
部
方
面
管
制
気
象
隊
第
１
派
遣
隊
は
、
令
和
６
年
４

月
８
日
（
月
）
か
ら
同
月
10
日
（
水
）
ま
で
の
間
、
令
和

６
年
度
第
１
次
派
遣
隊
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

機
能
別
訓
練
に
よ
り
、
ガ
ン
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
、
拘
束
・

連
行
要
領
、
管
制
気
象
器
材
の
展
開
撤
収
要
領
等
に
つ
い

て
演
練
し
、
少
人
数
に
お
い
て
も
任
務
を
遂
行
す
る
た
め

に
必
要
な
能
力
の
獲
得
に
努
め
ま
し
た
。

第
１
派
遣
隊
は
引
き
続
き
一
丸
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
任

務
に
対
応
で
き
る
よ
う
基
本
基
礎
能
力
の
向
上
に
邁
進
し

ま
す
。

第９３号 めたばる 〔３〕

第
１
戦
闘
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
隊
は
、
令
和
６
年

２
月
22
日
（
木
）
か
ら

同
年
３
月
16
日
（
土
）

の
間
、
沖
縄
県
に
お
い

て
、
令
和
５
年
度
第
３

海
兵
機
動
展
開
部
隊
と

の
共
同
訓
練
（
Ｉ
Ｆ
２

４
）
に
参
加
し
ま
し
た
。

水
陸
両
用
作
戦
に
お

け
る
共
同
・
統
合
に
よ

る
相
互
運
用
性
、
作
戦

遂
行
能
力
等
を
向
上
さ

せ
ま
し
た
。

管制気象器材の展開撤収
の演練状況

２名一組で相手を拘束する
要領の演練状況

西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

隊
は
、
令
和
６
年
２
月
14
日

（
水
）
か
ら
同
年
２
月
21
日

（
水
）
ま
で
の
間
、
部
外
の

武
道
館
に
お
い
て
第
２
回
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
隊
銃
剣
道
集
合

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
訓
練
で
は
、
若
年
隊
員

に
対
す
る
銃
剣
道
技
術
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

基
本
技
、
応
用
技
及
び
試
合

稽
古
の
順
に
段
階
的
な
訓
練

を
実
施
し
て
隊
員
の
練
度
を

向
上
さ
せ
た
ほ
か
、
自
衛
官

と
し
て
必
要
な
基
礎
体
力
の

向
上
、
部
隊
の
団
結
及
び
規

律
心
を
強
化
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
あ
ら
ゆ
る
事
態

に
対
応
で
き
る
よ
う
伝
統
の

継
承
を
図
り
つ
つ
継
続
し
た

訓
練
を
実
施
し
て
、
隊
員
の

戦
技
能
力
の
向
上
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

種
物
谷
（
し
ぶ
や
）
英
憲
２
佐
は
、
令
和
６
年
３
月
18
日
付
で

第
37
代
第
４
飛
行
隊
長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
。
部
隊
到
着
後
、

幹
部
挨
拶
、
状
況
報
告
を
受
け
引
き
続
き
エ
プ
ロ
ン
地
区
に
お
い

て
着
任
式
を
執
行
し
、
当
初
第
４
師
団
長
に
よ
る
紹
介
、
部
隊
指

揮
官
（
最
所
３
佐
）
の
案
内
に
よ
る
巡
閲
を
実
施
後
、
参
列
各
隊

員
に
対
し
「
で
き
な
い
理
由
で
は
な
く
、
で
き
る
方
法
を
考
え

よ
。
」
を
要
望
し
第
４
飛
行
隊
は
、
新
た
な
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。

第

１

戦

闘

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

隊

西

部

方

面

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

隊

第

４

飛

行

隊

令
和
５
年
度
第
３
海
兵
機
動
展
開
部
隊

と
の
共
同
訓
練
（Ｉ
Ｆ
24
）

西

部

方

面

管

制

気

象

隊

第

１

派

遣

隊

第

３

２

１

基

地

通

信

中

隊

西

部

方

面

シ

ス

テ

ム

通

信

群

本

部

中

隊

映

像

写

真

小

隊

空

中

伝

送

班

第
３
２
１
基
地
通
信
中

隊
は
、
令
和
６
年
２
月
16

日
（
金
）
、
目
達
原
駐
屯

地
に
お
い
て
、
第
１
０
２

基
地
シ
ス
テ
ム
通
信
大
隊

が
実
施
し
て
い
る
大
隊
シ

ス
テ
ム
競
技
会
（
実
技
）

へ
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
隊
員
達
は
、

連
絡
装
置
及
び
ル
ー
タ
等

を
用
い
た
開
設
構
成
の
演

練
を
年
間
を
通
じ
て
計
画

的
に
実
施
し
た
こ
と
で
、

大
き
な
操
作
誤
り
等
な
く

競
技
時
間
内
に
構
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

結
果
に
つ
い
て
は
入
賞

は
逃
し
た
も
の
の
、
中
継

線
Ｉ
Ｐ
化
に
対
応
す
る
た

め
に
必
要
な
障
害
対
処
能

力
を
向
上
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

来
年
度
は
、
さ
ら
に
反

復
演
練
を
実
施
し
、
上
位

入
賞
を
狙
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

空
中
伝
送
班
は
、
令
和
６
年
２
月
10
日
（
土
）
に
鹿
児

島
県
で
実
施
さ
れ
た
令
和
５
年
度
鹿
児
島
県
原
子
力
防
災

訓
練
に
西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
第
２
飛
行
隊
と
協
同

で
参
加
し
ま
し
た
。
訓
練
は
川
内
原
子
力
発
電
所
２
号
機

が
地
震
想
定
に
よ
り
停
止
し
、
炉
心
損
傷
に
至
る
と
い
う

想
定
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
空
中
伝
送
班
で

は
西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
第
２
飛
行
隊
が
実
施
す
る

タ
イ
ベ
ッ
ク
ス
装
着
訓
練
に
参
加
し
て
、
川
内
原
子
力
発

電
所
上
空
の
映
像
を
関
係
機
関
に
配
信
し
ま
し
た
。

今
後
も
日
々
訓
練
に
邁
進
し
、
災
害
等
が
発
生
し
た
際

に
は
速
や
か
に
被
害
地
域
の
映
像
配
信
を
実
施
し
、
西
部

方
面
隊
等
の
任
務
達
成
に
寄
与
し
て
参
り
ま
す
。

連絡装置設定

組長による命令下達

ヘリ外観点検

タイベックススーツ着衣

映

像

伝

送

訓

練

訓

練

想

定

に

沿

っ

た

映

像

配

信

第
４
飛
行
隊
長
種
物
谷
２
佐
着
任
！

西

ヘ

リ

隊

銃

剣

道

集

合

訓

練

着任式（目達原駐屯地）

巡閲

状況報告

海兵部隊等との会食 Ｆ－１５戦闘機と記念撮影

ＡＨ－６４Ｄの誘導操縦士・整備員による認識統一

ＶＰＮ及び加入ルータ設定

ＬＡＮケーブル作成

集合写真

試合の様子

記念撮影

大 隊 シ ス テ ム 競 技 会

試合の様子

試合の様子

令
和
６
年
度第

１
次
派
遣
隊
訓
練
実
施



第９３号めたばる〔４〕

イ

ン

タ

ビ

ュ
ー

川
原

さ
く
ら

(

か
わ
は
ら

さ
く
ら)

所
属

第
１
戦
闘
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊

第
２
飛
行
隊

階
級

陸
士
長

職
種

航
空
科

役
職

航
空
機
整
備
士

出
身

佐
賀
県
伊
万
里
市

▽
５
月

５
日

九

処

２
佐

宮
﨑

俊
成

▽
７
月

14
日

九

処

２
佐

棚
橋

啓

16
日

九

処

２
佐

小
池

ゆ
か
り

24
日

西

後

支

３
佐

柿
野

慶
久

31
日

九

処

３
佐

中
島

克
己

仕事もプライベートも充実中！

さとう ゆうじ

佐藤 祐二 様
（令和５年度から）

新
着
任
部
隊
長
及
び
主
要
幹
部
紹
介

駐
屯
地
は
、
４
月
19
日
（
金
）
、
令
和
６
年
度
防
衛
モ
ニ

タ
ー
及
び
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
の
委
嘱
式
を
行
い
、
駐
屯
地
司

令
よ
り
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。
任
期
は
防
衛
モ
ニ
タ
ー

が
２
年
間
、
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
が
１
年
間
で
す
。
モ
ニ
タ
ー

の
方
々
に
は
、
部
隊
見
学
や
体
験
搭
乗
等
の
各
種
行
事
に
参

加
し
て
頂
き
、
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
貴
重
な
意
見
を
届
け
て
頂
き
ま
す
。

❘
普
段
の
業
務
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か
？

「
戦
闘
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
（
Ａ
Ｈ―

64
Ｄ
）
の
整
備
を
し
て

い
ま
す
。
Ａ
Ｈ―

64
Ｄ
は
、
全
国
の
部
隊
で
は
目
達
原
駐

屯
地
に
し
か
な
い
航
空
機
で
あ
り
、
年
度
を
通
し
て
各
種

任
務
が
目
白
押
し
で
忙
し
い
で
す
が
、
大
変
充
実
し
て
い

ま
す
。
」

❘
目
標
は
あ
り
ま
す
か
？

「
目
標
は
、
同
僚
に
信
頼
さ
れ
る
機
付
長
（
各
機
体
の
整

備
責
任
者
）
に
な
っ
て
整
備
員
を
ま
と
め
て
航
空
機
を
整

備
し
、
各
種
任
務
を
遂
行
す
る
こ
と
で
す
。
」

❘
そ
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
？

「
日
々
の
業
務
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、

先
輩
達
に
積
極
的
に
聞
い
て
勉
強
し
、
整
備
員
と
し
て
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
ま
す
。
」

❘
最
近
、
熱
中
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

「
“
推
し
活
”
で
す
！
私
の
推
し
の
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ

“Hey!Say!JUMP

”
や
“ME

：I

”
の
グ
ッ
ズ
を
集
め
た

り
、
ラ
イ
ブ
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
“
お
ぱ
ん
ち
ゅ
う
う
さ
ぎ
”
も
大
好
き
で
、
毎
日

そ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
に
癒
さ
れ
て
い
ま
す(

笑)

。
」

❘
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
仕
事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

も
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
！
！

▼
第
４
飛
行
隊
長

〈
座
右
の
銘
〉

One for all, All for one

〈
一
言
〉

歴
代
の
隊
長
、
隊
員
が
築
い
て
き
た

航
空
安
全
確
保
の
た
め
の
基
盤
を
維
持

し
、
任
務
遂
行
の
た
め
の
練
度
を
更
に

高
め
て
参
り
ま
す
。

１
等
陸
佐

長
友

康

〈
出
身
〉

宮
崎
県

〈
職
種
〉

野
戦
特
科

▼
九
州
補
給
処
整
備
部
長

２
等
陸
佐

種
物
谷

英
憲

〈
出
身
〉

北
海
道

〈
職
種
〉

航
空
科

海
を
見
な
が
ら
の
磯
釣
り
は
楽

し
さ
が
一
番
で
す
が
、
開
放
感
が

あ
り
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
な
り
、

自
分
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
来
年
５
月
に
定
年

退
職
を
迎
え
ま
す
が
こ
の
趣
味
だ

け
は
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

ま
す
。
因
み
に
右
の
写
真
は
去
年

の
暮
れ
に
馬
渡
島
で
釣
り
上
げ
た

ヒ
ラ
マ
サ
で
す
。

私
の
趣
味
（
マ
イ
ブ
ー
ム
）
は
48
歳
か
ら
始

め
た
磯
釣
り
で
す
。
後
輩
隊
員
に
誘
わ
れ
て
磯

釣
り
に
行
っ
た
の
が
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。

初
め
て
の
磯
釣
り
で
は
道
具
、
仕
掛
け
、
服

装
ま
で
何
も
わ
か
ら
ず
後
輩
隊
員
に
全
部
お
世

話
に
な
る
だ
け
で
し
た
。
そ
し
て
釣
れ
た
魚
が

ベ
ラ
１
匹
で
し
た
が
、
釣
り
に
行
く
回
数
を
重

ね
る
う
ち
に
徐
々
に
楽
し
く
な
り
、
魚
も
釣
れ

る
よ
う
に
な
り
、
道
具
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

釣
り
場
は
唐
津
の
名
護
屋
漁
港
か
ら
瀬
渡
し
船

で
30
分
程
で
着
く
鎮
西
町
馬
渡
島
で
す
。

休日に同僚とリフレッシュ

定

年

退

官

者

及

び

予

定

者

（
以
上
、
令
和
６
年
３
月
18
日
付
）

令
和
６
年
度
防
衛
・
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー

まつなが ひさと

松永 久人 様
かじた あさつぐ

梶田 哲嗣 様

うえの ゆうじ

上野 祐二 様
たかはし くみこ

高橋 久美子 様
みぞぐち つとむ

溝口 勉 様

〈
座
右
の
銘
〉

色
即
是
空
空
即
是
色

〈
一
言
〉

目
達
原
駐
屯
地
及
び
所
在
部
隊
等
の

た
め
清
々
し
く
働
き
ま
す
。

▼
九
州
補
給
処
調
達
会
計
部
長

２
等
陸
佐

山
本

徹

〈
出
身
〉

福
岡
県

〈
職
種
〉

通
信
科

〈
座
右
の
銘
〉

思
う
念
力
岩
を
も
通
す

〈
一
言
〉

可
動
率
が
向
上
で
き
る
よ
う
職
責
の

完
遂
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

▼
九
州
補
給
処
装
備
計
画
部
企
画
課
長

２
等
陸
佐

鬼
塚

崇
旬

〈
出
身
〉

福
岡
県

〈
職
種
〉

野
戦
特
科

〈
座
右
の
銘
〉

日
々
前
進

〈
一
言
〉

少
し
で
も
早
く
九
州
補
給
処
の
戦
力

と
な
れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。
皆
様
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

九
州
補
給
処
鳥
栖
燃
料
支
処

陸
曹
長

吉
谷

公
宏

❘
自
衛
官
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

「
大
村
駐
屯
地
（
長
崎
県
）
で
勤
務

し
て
い
る
親
戚
か
ら
誘
わ
れ
て
、
自

衛
官
候
補
生
の
採
用
試
験
を
受
け
ま

し
た
。
受
験
に
あ
た
っ
て
、
地
方
協

力
本
部
の
全
面
的
な
サ
ポ
ー
ト
が

あ
っ
た
の
で
円
滑
に
準
備
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
」

推し活

正
門
跡
の
清
掃

▼
九
州
補
給
処
総
務
部
長

▼
第
１
３
４
地
区
警
務
隊

目
達
原
派
遣
隊
長

▼
西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
長

２
等
陸
佐

大
重

公
彦

〈
出
身
〉

鹿
児
島
県

〈
職
種
〉

会
計
科

２
等
陸
尉

髙
田

浩
史

〈
出
身
〉

福
岡
県

〈
職
種
〉

警
務
科

２
等
陸
佐

中
村

健
太

〈
出
身
〉

東
京
都

〈
職
種
〉

航
空
科

〈
座
右
の
銘
〉

「
直
向
き
か
つ
前
向
き
に
」

〈
一
言
〉

駐
屯
地
の
充
実
・
発
展
と
、
地
域
と

の
連
携
強
化
に
寄
与
す
べ
く
頑
張
っ
て

参
り
ま
す
。

〈
座
右
の
銘
〉

七
転
八
起

〈
一
言
〉

明
る
く
前
向
き
に
隊
務
運
営
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

〈
座
右
の
銘
〉

勇
往
邁
進

〈
一
言
〉

事
件
事
故
等
の
未
然
防
止
に
向
け
た

防
犯
活
動
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

（
令
和
６
年
３
月
30
日
付
）

もり あゆみ

森 歩美 様

佐
賀
県
自
衛
隊
家
族
会
副
会
長

漆
原
悦
子
氏
は

令
和
６
年
３
月
３
日
（
日
）
、
健
軍
駐
屯
地
に
お
い

て
、
日
頃
か
ら
の
自
衛
隊
の
充
実
発
展
へ
の
ご
協
力

に
対
し
、
西
部
方
面
総
監
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

西部方面総監感謝状を受賞
防
衛
モ
ニ
タ
ー

駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー

只
今
、
前
進
中
。

若
人
奮
闘
記

隊

員

趣

味

紹

介

マ

イ

ブ

ー

ム


